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概要 

Abstract 

哺乳類の生殖細胞発生は、胎児期における始原生殖細胞の形成に始ま

り、雌雄生殖細胞への分化、精子・卵といった配偶子形成を経て、受精を介

して次世代へと継承されるという連続的なサイクルを構成している。この過程

は遺伝的プログラムのみによって決定されるものではなく、母体内環境、出

生後の栄養を含む生活環境、さらに腸内や口腔細菌叢などの体内環境とい

った多様な環境要因の影響を受けることが明らかになりつつある。これらの

環境要因は、生殖細胞分化の制御や配偶子のエピゲノム状態の変化を介し

て、生殖機能のみならず次世代の表現型にも影響を及ぼす可能性がある。 

 これまで私は、主にマウス胎仔期の生殖細胞分化過程に着目し、生殖細

胞に特有の代謝変化とその分化制御における役割について解析を進めてき

た。また、母体の栄養環境の変化が胎仔期の生殖細胞形成および分化に影

響を与えることも明らかにしてきた。本セミナーでは、これらの研究成果を概

説するとともに、現在進めている出生後の配偶子形成過程における環境要

因の影響に関する研究について紹介する。さらに、口腔細菌叢の破綻が配

偶子形成や配偶子の状態に及ぼす影響に関する解析結果にも触れ、口腔

環境を含む全身環境と生殖サイクルとの連関について議論したい。 
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